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だから、天の召しにあずかっている聖なるきょうだいたち、私たちが告白している使徒

であり、大祭司であるイエスのことを考えなさい。モーセが神の家全体にわたり忠実であ

ったように、イエスは、ご自分を任命した方に忠実であられました。家を建てた者が家そ

のものよりも尊ばれるように、イエスはモーセより大きな栄光を受けるにふさわしい者と

されました。どんな家でも誰かが建てるものですが、万物を建てられたのは神なのです。

モーセは後に語られることを証しするため、仕える者として神の家全体にわたり忠実でし

た。しかし、キリストは御子として神の家を忠実に治められます。もし確信と希望に満ち

た誇りとを持ち続けるなら、私たちこそ神の家なのです。（ヘブライ 3:1 ～ 6 ） 

  

著者は「だから」と言って、 1 章と 2 章で述べた勧めの言葉を続けている。天から召し

出され、神に聖なる者とされたきょうだいたちよと呼びかけ、「私たちが告白している使

徒であり、大祭司であるイエスのことを考えなさい」と勧める。主イエスは「使徒」であ

り、「大祭司」であると言っている。「使徒」は、神からこの世に遣わされたという意味

である。主イエスを「使徒」と表現するのは珍しいが、神から遣わされたことには間違い

ない。また、大祭司は、年に一度、贖罪日に、契約の箱が置かれた神殿の至聖所に入り、

いけにえの動物の血を献げて、自分と民の罪の赦しを求める務めをしたが、主イエスはた

だ一度だけ、ご自分の体を十字架で神に献げ、人間の罪を贖う「大祭司」となってくださ

った。「大祭司キリスト論」がヘブライ書の基本的な神学である。 

モーセは、イスラエルの民を出エジプトさせ、神と民に忠実を尽くした。モーセはイス

ラエル人、即ち、神の民の一人として、神の家全体にわたり忠実であった。主イエスは、

新たに、すべての人のために、家を造られ、ご自分を家主として任命された神に対して忠

実であられた。人間の弱さをご自分のものとして負われ、癒しと平安を与え、神の栄光を

現わされた。「家を建てた者が家そのものよりも尊ばれる」というのは、古代思想の常識

であった。当然であろう。神の家に忠実であったモーセよりも、家を建てた主イエスの方

が尊ばれる。主イエスが建てた家はキリスト者が集う教会である。教会は、イエスを主キ

リストと崇め、代々に渡って、神の栄光を褒め称える群れである。モーセは、ホレブの山

で神と語り合い、民衆は栄光に満ちたモーセの顔を見ることができず、顔を覆ったが、そ

の栄光は一時的なものであったのに対し、主イエスの栄光は、消え去ることのない永遠の

栄光である。著者は、「イエスはモーセより大きな栄光を受けるにふさわしい者とされま

した」と注解している。どんな家でも誰かが作る訳であるが、万物を造られたのは神であ

る。著者は、万物を造られた神から遣わされた大祭司イエスの人間の罪を贖う栄光は、モ

ーセを遥かに凌駕していると力説している。 

著者は、主イエスがモーセに勝るもう一つの証拠を書いている。「モーセは後に語られ

ることを証しするため、仕える者として神の家全体にわたり忠実でした 。」 モーセは、後

の時代に語られる全て、即ち、律法を証言するため、仕える者として神の家「イスラエル」

に忠実であった。しかし、キリストは御子として、新しい契約の民の神の家「教会」を、

永遠に忠実に治められる。「もし確信と希望に満ちた誇りとを持ち続けるならば、私たち

こそ神の家なのです 。」 キリストを信じ、再臨の日に与えられる全き救いを待ち望み、神

の計画と約束を信頼する誇りを持ち続けるならば、私たちこそが、主イエスを頭とする教

会、神の家なのである。主イエスは、モーセにまさる働きをした栄光ある御子なのである。 


